
そ
し
て
、
愛
が
残
る
。

レコード会社に勤務する聰西泉（菅田将暉）と、

ピアノ教室を営む母・百合子（原田美枝子）。

ふたりは、過去のある「事件」をきっかけに、

互いの心の溝を埋められないまま過こしてきた。

そんな中、突然、百合子が不可解な言葉を発するようになる。

「半分の花火が見たい・・・」

それは、母が息子を忘れていく日々の始まりだった。

認知症と診断され、次第にピアノも弾けなくなっていく百合子。

やがて、泉の妻・香織（長澤まさみ）の名前さえ分からなくなってしまう。

皮肉なことに、百合子が記憶を失うたびに、泉は母との思い出を蘇らせていく。

そして、母子としての時間を取り戻すかのように、泉は母を支えていこうとする。

だがある日、泉は百合子の部屋で一冊の「日記」を見つけてしまう。

そこに綴られていたのは、泉が知らなかった母の「秘密」。あの「事件」の真相だった。

母の記憶が消えゆくなか、泉は封印された記憶に手を伸ばす。

一方、百合子は「半分の花火が見たい…」と繰り返しつぶやくようになる。

「半分の花火」とはなにか？

ふたりが「半分の花火」を目にして、その「謎」が解けたとき、

患子は母の本当の愛を知ることとなる

半
分
の
花
火
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凝縮された美しさ。奇想天外な物語がある一方、

誰もが身に覚えのあるような身近なストーリーも

ある。認知症がじわじわと進行しつつある母親に、

出産を控えた息子夫婦が向き合う、という誰に

とっても身につまされるような、悪く云えぱ B常的

なドラマを、思い切って凝縮してみる、何百気圧の

プレッシャーをかけてギュウギュウ圧縮すると、

透明なキラキラした美しい結晶体に変化する。

川村監督の「百花』はそんな映画だ。ワンシーン

ワンカットで撮影された、いわぱ「長回し」の大

胆な演出スタイルが不思議に飽きさせない。うま

い演出とは云いたくない、この作品の力はスタイル

ではなく、このドラマにかけた監督のエネルギー、

情念、憧れ、愛情、といったもの、つまりハート

なのだということをしみじみ思わせてくれたし、

実は初演出の川村元気君自身が完成した作

品を見てそのことに気づき、衝撃的に思いあたって

いるに違いない。「カットとカットの間に神が宿る

んだ、それが映画というもんだよ」と、ぼくに語って

くれた黒澤明監督の温顔をしみじみ思い出す。

山田洋次
映画監督

母の記憶とリンクするピアノ曲と抑制され

た音楽と。本当に久しぶりに映画に浸った。

鈴木敏夫
スタジオジブリ・プロデューサー

記憶とは歪んだイビツな鏡なのかも知れない。

母にとって小さな湖が、海と映る。果てなく

大きな存在が母であるその恩子の鏡には。

岩井俊二
映画監督

この美しい映画を私に見せてくれて、ありがとう

ございました。監督は時代を超えた母と子の

物語を作りましたね。泉と百合子の関係には、

痛み、後悔、罪悪感、そして最終的には血の

通った人間関係の愛がすべて含まれています。

二人とも自分勝手でお互いに優しくなれないの

にもかかわらず、二人に対する同情や憐憫は揺る

ぎません。これは、監督が登場人物の記憶と感情

を巧みに織り込んでいるからこそでしょう。そして、

それらの感情の多くは、黄色い花を贈ること、釣り

に行った時の記憶、花火を驚嘆しながら見ること

など、些細ながらも象徴的な瞬間に作られてい

ます。すごい！この映画は、本当の詩のようです。

ニコール・キッドマン
俳優

もしも大切な思い出をぜんぶ泥棒に盗まれた

としたら、私は生きて行く価値のない人間に

なるだろうか。いや、そんなことはない o 思い出

がなくても今がある。今を生きることにしよう。

この映画を観て、私はそんなことを思った。

阿川佐和子
作家・エッセイスト

映画は最初から野心的であざやかだった。絶妙

なロングジョットは、非常に繊細かつ鋭敏に演

出されていて、最後まで緊張感が続く。何より

も感動したのは、映画の後半で、主人公の泉が

母の百合子に「なんで忘れてんだよ、こっちは忘

れらんねえんだよ」と叫ふ場面。そしてラストに、

母親が求める「半分の花火」が何だったのか、

その本当の意味に彼が気づく。なんと感動する

瞬間なのか。改めて、息子と母の親子関係の

本質を力強く感動的に描いた作品だ。素晴らし

い作品を見せてくれたことに、感謝を伝えたい。

ポン・ジュノ
映画監督
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